
水田農業の規模拡大プロジェクト（Ｓプロ）Sustainable Smart Suiden
地域水田の受け皿となる経営体の育成強化・規模拡大の支援

２ 県域の経営体育成支援
(1)「県版経営指標」の作成・提示

米生産費 128,932円/10a（全国）を削減する取組
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３ 地域の経営体育成支援
(1)地域でのPDCAサイクルの実践
・ 課題の抽出と改善事項の設定
・ 経営改善・作業カイゼンに向

けた支援

１ 規模別経営体育成目標の設定
（県域）

5ha以上の経営体が耕作する水田面積割合

（児湯地域）
耕作面積を維持しつつ、5ha以上の経営体
が耕作する水田面積を拡大

基準(R6） (R9） 目標(R12）
31% 40% 45%

(2)経営コンクールの創設
令和７年度 プレテスト
令和８年度～ 実施

(3)全体研修会の実施
・ 全国の優良経営体を講師に招聘
・ 作業カイゼンに関する研修

4 ネットワーク等を活用した経営体への支援
～地域計画に沿った水田集約化を推進～

(1) 大規模経営体間のゾーニング案の作成・話し合い
(2) 農地シャッフルの検討や畦畔除去による区画の拡大

(2)高収益作物の提案
・ 作業時間や所得シミュ

レーション
・ 加工・分業ｺﾝﾄﾗｸﾀｰの紹介

(3)スマート農業による省力化
・ 高性能スマート農機や

自動操舵システムの導入
・ 自動給水栓による省人化

農機具費
27,662円

可変施肥田植え機や
有機肥料の活用

肥料費
9,810円

密苗の導入や
廃棄苗の削減

種苗費
4,000円

地代の見直し賃借料
12,359円

シャッフル前 シャッフル後


